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宮城県図書館「東日本大震災文庫」の取組 
 

報告：宮城県図書館資料奉仕部  
震災文庫整備チーム 佐藤まどか 

 
Ⅰ 概要 

１ 沿革 
2011 年 7 月 東日本大震災に関する資料収集開始（調査班 郷土資料担当） 
2012 年 4 月 震災文庫整備チーム新設（郷土資料担当より業務引継） 
2012 年 7 月 「東日本大震災文庫」開設，運用開始 
2013 年 2 月 被災地域航空写真展開催（継続中） 

 
２ 所蔵資料（2013 年 12 月末現在） 
図書 2,286 冊（和書 2,268 冊：洋書   18 冊） 
雑誌   905 冊（和雑誌   902 冊：洋雑誌 3 冊） 

    視聴覚資料 20 点（CD 2 点：DVD18 点） 
新聞 27 点（寄贈された当館未所蔵の関東以西の地方新聞） 
チラシ類（チラシ・ポスター・写真等を含む）1,677 点 

 
３ 主な広報及び収集活動 
・資料提供依頼の呼びかけポスター作成・館内および類縁機関での掲示 
・テレビ・ラジオでの資料寄贈依頼の呼びかけ 
・当館広報誌「ことばのうみ」での呼びかけ 
・被災地を含む宮城県内巡回（市役所，町村役場，社会福祉協議会，商工会，農協など） 
・教育機関の会議（校長会など）や福祉団体等の会議での，震災資料収集目的の説明および資料

提供依頼 
 
 

Ⅱ 平成 25 年度における重点事項 －宮城県図書館における震災デジタルアーカイブ－ 
１ 目的 

東日本大震災に関する記録・記憶・資料等を収集・保存・公開し，震災の記憶の風化防止

や，今後の防災・減災対策等に役立てる。 
 
２ 事業概要 

国の「情報通信技術利活用事業費補助金」を活用 
（1）震災関連資料のデジタル化 
（2）震災関連資料活用のためのシステム構築 
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３ 実施主体・・・宮城県および 33 市町村が連携 
多くの市町村が連携することにより，多様な資料が収集可能となった 
・宮城県内で（沿岸部だけではなく，内陸部でも）作成・撮影された資料も網羅的に 
・県内各地の被害状況，支援状況，復興状況を内容とする資料を広く 
・震災を体験した者として，記憶されるべき情報が形（＝記録）になっているものを 

 

 
Ⅲ 図書館と震災資料収集 

１ 図書館の役割 
・図書館は知の集積所 
・集積された知を素材，ヒント等にして新たな知を想像するための拠点 

 
２ 震災資料を収集する意義 

・宮城県内各地で作成，撮影された記録をひとつでも多く収集すること 
・チラシ，ポスター類などに新たな役割（保存伝承，あらたな情報提供）を付与 

 
 

Ⅳ 今後の課題等 
充実した震災デジタルアーカイブを構築するとともに，復旧・復興のための効果的な利活用の

方法についても検討が必要 
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